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「学校や地域の課題解決に真価を発揮するコミュニティ・スクール」
  ～ 豊 か な 心 と 地 域 の 絆 で 育 む 次 代 を 担 う 人 づ く り ～

写真：鳥海山 2,236m
（由利本荘市矢島町桃野地域より）

由利本荘市

面積 　1,209ｋ㎡
人口　　 80,212 人
公立小学校
公立中学校
児童生徒数

14 校
10 校

5,565 人

Information

日本海に面し、秀峰鳥海山、
一級河川子吉川など、自然環
境に恵まれた風光明媚な里

写真：鳥海中学校 PTCR「川下り」
　　　笹子川（子吉川水系）にて

2016/5/1 現在

〈主催〉全国コミュニティ・スクール連絡協議会／文部科学省／由利本荘市教育委員会
〈共催〉秋田県教育委員会
〈後援〉

【二次案内】

にかほ市教育委員会／青少年育成由利本荘市民会議／秋田県ＰＴＡ連合会／国立大学法人「秋田大学」／
公立大学法人「国際教養大学」／秋田県立大学／ＮＨＫ秋田放送局／ＡＢＳ秋田放送／ＡＫＴ秋田テレビ／
ＡＡＢ秋田朝日放送／日本教育新聞社／秋田魁新報社／河北新報社秋田総局／朝日新聞秋田総局／
読売新聞秋田支局／毎日新聞秋田支局／産経新聞秋田支局

会場マップ（主要宿泊施設含む）↑

参加費
無 料

開 催 日

プログラム

主催・共催・後援

会 場

平成 28年

7月 29日（金）
カ ダ ー レ
ホテルアイリス
本荘グランドホテル
由利本荘市消防庁舎

＜全体会場、第１分科会、第２分科会＞
＜第３分科会＞　　　　　　　　
＜第４分科会＞　　　　　　　　
＜第５分科会＞　　　　　　　　

※ 受付場所は、お申し込みいただいた分科会ごとです。
　 会場を確認して、受付をしてください。
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【分科会 実践発表】 【基調講演】 【パネルディスカッション】

４会場
５分科会
各３発表の
計15実践

千葉大学教職大学院
特任教授

天　笠　　茂　氏

分科会ごとの会場 会場　カダーレ　大ホール

貝ノ瀨　滋 氏 

髙橋　　興 氏 
生重　幸恵 氏 
佐藤　昭洋 氏 
佐々田亨三 氏 

政策研究大学院大学客員教授

青 森 中 央 学 院 大 学 教 授

秋田県教育庁義務教育課長

由利本荘市教育委員会教育長

特定非営利活動法人スクール・
アドバイス・ネットワーク理事長

コーディネーター

パネリスト
(

各
分
科
会
場)

https://www.google.com/maps/d/viewer?hl=ja&authuser=1&mid=1_nlD-9gjK0eygmLiAdHUaWmuUwA


「2016 年 全国コミュニティ・スクール
研究大会 in 由利本荘」の開催にあたって

　保護者や地域住民の方々が学校運営に参画するコミュニティ・スクールの設
置校数がこの 1年間で 400 校余り増加し，平成 28年 4月現在，2806 校とな
りました。全国各地での取組の広がりを心強く感じています。東北地方で初の
開催となる本研究大会を通して，コミュニティ・スクールの意義や成果等が共
有され，更なる設置拡大と取組充実，そして，子どもたちの健やかな育みにつ
ながることを祈念いたします。

全国コミュニティ・スクール連絡協議会　会長　在　田　正　秀

基 調 講 演

　千葉大学教職大学院特任教授。1950
年東京都生まれ。筑波大学大学院教育学
研究科博士課程単位取得後退学。専門は
学校経営学 , カリキュラムマネジメント。
中央教育審議会初等中等教育分科会教育
課程部会臨時委員 , 学校の第三者評価の
ガイドラインの策定等に関する調査研究

協力者会議座長 , 文部科学省教育研究開
発企画評価協力者会議委員などを務める。
著書に『カリキュラムを基盤とする学校
経営』（ぎょうせい）,『小中一貫教育の
マネジメント』（監修・ぎょうせい）,『学
校管理職の経営課題（全 5巻）』（編集代
表・ぎょうせい）など。

講師 千葉大学教職大学院特任教授 天笠　茂　氏

パネルディスカッション

○パネリスト ○パネリスト

生重　幸恵

特定非営利活動法人スクール・　
アドバイス・ネットワーク理事長髙橋　　興

青森中央学院大学教授

○パネリスト

佐藤　昭洋
秋田県教育庁義務教育課長

○パネリスト

佐々田亨三
由利本荘市教育委員会教育長

　特定非営利活動法人スクール・
アドバイス・ネットワーク理事長。
北海道生まれ。杉並区立天沼中学
校 PTA 会長時代に同法人を設立
し代表に就任。2003 年から東京
都教育庁生涯学習審議会委員，
2007 年内閣府地域活性化伝道師
就任，2011 年キャリア教育コー
ディネーターネットワーク協議会
代表理事就任，2011 年より中央
教育審議会委員。

　秋田県出身。青森県立高校長，
県教育庁生涯学習課長，県総合
社会教育センター所長等を経て
現職。文科省中教審生涯学習分
科会臨時委員，国立教育政策研
究所プロジェクト研究「初等中
等教育の学校体系に関する研究」
委員等を歴任。本年４月から文
科省 CS マイスターを務める。
著書に『学校支援地域本部をつ
くる』『小中一貫教育の新たな展
開』など。

　由利本荘市教育委員会教育長。秋田県生まれ。県内公立中学校，
秋田大学附属中学校教諭を経て秋田県教育委員会へ。県教育庁義務
教育課で主任指導主事，課長補佐等を歴任し秋田市立桜小学校校長
就任。その後県教育庁義務教育課長，教育次長，秋田県立博物館長
を経て 2005 年から現職，現在 3期目。　

　秋田県教育庁義務教育課長。秋田県生まれ。公立小・中学校教諭
から秋田県教育庁義務教育課管理主事，同主任管理主事，同副主幹，
上小阿仁村立上小阿仁小・中学校長，秋田県教育庁義務教育課主幹
兼管理班長，秋田県教育庁北教育事務所長，同義務教育課政策監を
経て現職。

○コーディネーター

貝ノ瀨　滋
政策研究大学院大学客員教授

委員,全国コミュニティ・スクール連絡協議会顧問,教育再生実行会議有識者委員,東
京家政大学特任教授,政策研究大学院大学客員教授,東京都教育会会長,日本連合教育
会副会長,文部科学省教育再生実行アドバイザー,三重県教育委員会特別顧問など。
校長時代から学校教育ボランティア制度を立ち上げ,学校支援組織としてNPO法人
「夢育支援ネットワーク」を設立し,開かれた学校づくりを推進する。又,教育長と
してコミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育を市内全校に拡大し,全
国から注目される。主な著書は,「子ども・学校・地域をつなぐコミュニティ・ス
クール」学事出版,「小・中一貫コミュニティ・スクールのつくりかた」ポプラ社,
「校長の実践経営術25の鉄則」学事出版などがある。

　北海道生まれ。中央大学卒。電気通信大学大
学院博士後期課程中退。都内公立学校教諭,東京
都教育委員会指導主事,教育委員会参事等を経て
1998年三鷹市立第四小学校長。2004年三鷹市教
育委員会教育長。2012年三鷹市教育委員会委員
長。主な役職として,文部科学省中央教育審議会



第４分科会（会場）
コーディネーター　助言者

発表テーマ 発表内容 発表者

「コミュニティ・スクールと地域学校協働本部」（本荘グランドホテル）
特定非営利活動法人まちと学校のみらい代表理事　　竹原　和泉

ふるさと科による地域住民と
の連携協働と地域コーディ
ネーターの役割
応援団から協働パートナーへ
－地域力を生かした学校園支
援・学校園力を生かした地域
づくり－

大槌町コミュニティ・スクール協議会の部会で
ある学校地域協働本部の取組を、「ふるさと科」
での実践を中心に紹介する。
大人と子どもの協働による地域創生をめざして、
「地域力を生かした支援」の取組から飛鳥式「Ｃ
・Ｓ協議会」への発展とその道のり。

地域・保護者・学校で共に創
る豊かな未来～城西１００年
教育の取組～

県内初のＣＳとして10年。スクール・コミュニ
ティ形成のために、地域委員会と連携・協働し
てきた実践について紹介します。

 学務課指導主事 杉田　哲朗
 学校支援コーディネーター 木村　里美

 飛鳥小学校校長 竹原　康彦
 飛鳥中学校前校長 坪井　義夫
 飛鳥小中学校運営協議会　会長 高松　典正

 教頭 花田　一雅
 コミュニティ主任 小林　　要

1

2

3

岩手県大槌町教育委員会

奈良県奈良市

秋田県大館市立城西小学校

第５分科会（会場）
コーディネーター　助言者

発表テーマ 発表内容 発表者

「高等学校・特別支援学校とコミュニティ・スクール」（消防庁舎）
山形県大石田町教育委員会　教育長　布川　元（ＣＳマイスター）

障がいのある子供たちの「地
域で生きる」を支えるネット
ワークの構築
千葉県立高等学校におけるコ
ミュニティ・スクールの取組

ＣＳを通じて学校と保護者・地域・関係機関等
が繋がり、障がいのある子供を共に育てる視点
で進めてきた取組を紹介します。
本県の県立高等学校コミュニティ・スクール指
定校について、指定の背景や主な取組を軸に、
成果や課題等を含め紹介する。

神奈川の県立高校におけるコ
ミュニティ・スクールの取組
みについて

神奈川県の県立高校改革における地域協働によ
る学校運営の推進、県立高校のコミュニティ・
スクールの取組みについて

 見附特別支援学校校長 小玉　義明
 学校教育課 菊地　　建

 生涯学習課主幹兼室長 高蝶　　武
 生涯学習課副主幹 野路　明生

 高校教育課長 岡野　　親
 高校教育課主幹兼指導主事 橋井　香苗
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3

新潟県見附市教育委員会

千葉県教育委員会教育振興部

神奈川県教育委員会教育局指導部

第２分科会（会場）
コーディネーター　助言者

発表テーマ 発表内容 発表者

「地域が育む小中連携・一貫教育とコミュニティ・スクール」（カダーレ）
京都光華女子大学　准教授　西　孝一郎（ＣＳマイスター）

人と人のコミュニティから学
び・育まれる生きる力の活動
の推進について

学校統合により希薄化が懸念された地域との関
係をコミュニティ・スクール導入で再構築し家
庭・地域の学校経営参画をめざす

地域総ぐるみで応援する一貫
教育～子どもの「夢」は地域の
「夢」～

「めざす子ども像」の中学校区統一の必要性及
び「オール中山」での取組（０歳から１５歳を
見通した一貫教育）による変容

小中連携と地域の活性化を目
指したコミュニティ・スクー
ルの取組

小中連携と学校・地域の双方向の働きかけによ
り、児童生徒のふるさと愛の醸成と地域の活性
化を目指す

 学校教育課学校教育係長 音羽　英明
 三笠小学校 教頭 國行　宏昭

 中山小学校　校長 徳永　充生
 指導課　課長補佐 植山　智恵

 東由利小学校校長 森　　茂樹
 東由利中学校校長 板垣　直俊
 東由利教育学習課長 小野　利彦
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3

北海道三笠市教育委員会

岡山県岡山市教育委員会　　　

秋田県由利本荘市

第１分科会（会場）
コーディネーター　助言者

発表テーマ 発表内容 発表者

「魅力あるコミュニティ・スクールの導入と効果」（カダーレ）
北海道大学　学務部長　出口　寿久（ＣＳマイスター）

登別市の地域とともにある学
校づくり

学校の特色は地域の特色。学校の既存の取組に
地域の財産を融合することで地域とともにある
学校づくりを進めています。

地域力・学校力を生かして、豊
かな心とふるさと愛にあふれる
子どもの育成を目指したコミュ
ニティ・スクールの取組

全小・中学校がコミュニティ・スクールを導入
した本市の取組と、中学校区で構成する「地域
運営協議会」の実際の様子の紹介

教育部学校教育グループ
 学務主幹 櫻井　貴志

 堀川中学校　校長 滝脇　一夫
 学校教育課主幹指導主事 國香真紀子
 学校教育課指導主事 河原　弘幸

 市ＣＳ連絡協議会会長 佐藤　成孝
 岩城地域運営協議会長 石川　　修
  　　他 9 名
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北海道登別教育委員会

富山県富山市教育委員会　　　

秋田県由利本荘市

学校と地域の関係が密接な地
域におけるコミュニティ・ス
クールの取組

富山市の小・中学校は地域との関係が密接で、地
域との交流行事等が活発に行われている。そのよ
うな地域におけるコミュニティ・スクールの取
組についての紹介

第３分科会（会場）
コーディネーター　助言者

発表テーマ 発表内容 発表者

「コミュニティ・スクールが培う子供たちの能力」（ホテルアイリス）
国際教養大学　准教授　町田　智久

社会総がかりで子どもたちを
育む「やまぐち型地域連携教
育」の推進

「地域教育力日本一」の実現をめざし、「やまぐ
ち型地域連携教育」の充実に向けた取組と成果
や課題について

夢がひろがる地域の学校
～モットー　将来のよき町衆
を育てる～

地域とともに学校大好き・地域大好きな子ども
の育成を進めた。児童数増から新しい小学校創
設にも繋がった取組を紹介する。

育てたい子ども像を大切にし
た取組

鈴鹿市の取組の成果と課題、めざす子どもの姿

 教育調整監 兼重　彰洋
 主査 松岡　千鶴

 校長 竹内　知史

 教育支援課長 橋本　伸清
 教育支援課副参事 神原　由明
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山口県教育庁義務教育課

京都府京都市立御所南小学校　　　

三重県鈴鹿市教育委員会

分 科 会
（敬称略）
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カ ダ ー レ

本荘グランドホテル
ホテルアイリス

消 防 庁 舎

由利本荘
警 察 署

由利本荘市役所

本 荘 年 金
事 務 所

合同庁舎本荘郵便局

100m

参加申込方法

会 場 図

参加を希望される方は、
文部科学省HPからお申し込みください。

昼 食

また、各自でご用意いただくか、会場周辺
の飲食店等をご利用ください。（当日、周辺
地図を用意します。）

交 通
電車ご利用の方は、ＪＲ羽越本線　羽後本荘
駅で下車してください。

会場の駐車場収容数に限りがあります。自動
車でご来場の方は相乗りでおいでください。

各分科会場でお弁当など（1,000 円程度）の
販売を行います。お弁当の事前申を受け付
けておりますので参加申込の際に希望の有
無をお知らせください。

申込み締め切り 7月 19日（火）
分科会は、会場ごとに収容人数が限られていますので、
先着順とさせていただきます。ご希望の分科会に参加
できない場合がありますので、ご容赦ください。

参加申込みページ
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
community/suishin/detail/1370056.htm

宿泊や観光については、由利本荘市観光協
会のホームページをご参照ください。
http://www.yurihonjo-kanko.jp

宿泊や観光については、由利本荘市観光協
会のホームページをご参照ください。

由利本荘市観光協会

文部科学省 HP トップ
　　｜→ 教育
　　　　　｜→ 小学校、中学校、高等学校
　　　　　　　　　｜→ コミュニティ・スクール

ホテルアイリス
　由利本荘市肴町 5
　TEL.：0184-24-5115

本荘グランドホテル
 
　由利本荘市岩渕下 254
　TEL.：0184-23-4511

由利本荘市消防庁舎
　由利本荘市美倉町 27-2
　TEL.：0184-22-4282

由利本荘市文化交流館
「カダーレ」
　由利本荘市東町 15
　TEL：0184-22-2500

【全国コミュニティ・スクール連絡協議会役員】
○会　長　京都市教育長　　在田　正秀　　　　　○副会長　上越市教育長　　中野　敏明

〔支部長〕
・北海道支部長　　　北広島市教育長　吉田　孝志　　・東北支部長　　由利本荘市教育長　佐々田亨三
・関東支部長　　　　三鷹市教育長　　髙部　明夫　　・甲信越支部長　上越市教育長　　　中野　敏明
・中部支部長　　　　岐阜市教育長　　早川三根夫　　・近畿支部長　　京都市教育長　　　在田　正秀
・中国支部長　　　　岡山市教育長　　山脇　　健　　・四国支部長　　東みよし町教育長　川原　良正
・九州・沖縄支部長　春日市教育長　　山本　直俊

〔お問い合わせ先〕
由利本荘市教育委員会　学校教育課　＜担当：髙野 ，村上 ，種村＞
〒018-0692　秋田県由利本荘市西目町沼田字弁天前 40-61
℡：( 0 1 8 4 ) 3 2 - 1 3 1 0　 Email：gakko@city.yurihonjo.akita.jp

https://www.google.com/maps/d/viewer?hl=ja&authuser=1&mid=1_nlD-9gjK0eygmLiAdHUaWmuUwA
mailto:gakko@city.yurihonjo.akita.jp
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/community/suishin/detail/1370056.htm
http://www.yurihonjo-kanko.jp



